
 
 

 
 

  
 

 

 

自然環境レポーター通信 

 

 

写真のタイトル：菖蒲まつり 

撮影場所：堀切水辺公園  写真提供：R 



こんにちは。環境課自然環境係の山田と申します。 

 

令和７年９月６日に、自然環境レポーター委嘱式及び事業説明会を開催しました。 

令和７年度の自然環境レポーターの皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

７月に自然環境レポーター研修会を開催しました。暑い中、ご参加いただきありがと

うございました。レポーターの皆さまから、私が知らなかった動植物の名前を教えてい

ただく場面もありました。名前を知って観察すれば、さらに楽しく観察することができ

ますね。 

自然環境レポーターは今年度あと２回開催予定でございますので、ご都合があう際に

は、ぜひご参加ください。 

 

少しずつ涼しくなり過ごしやすい日もありますが、体調に注意し無理のない範囲で自

然の観察を楽しみましょう！ 

環境課自然環境係 山田  

水辺のふるさとかつしか 秋号 

目 次 

１．５５種の動植物調査結果 ・・・・・・ Ｐ２～５ 

２．自 由 レ ポ ー ト  ・・・・・・ Ｐ６～21 

３．季 節 の 写 真 集  ・・・・・・ Ｐ22～29 

４．魚 か ら の 便 り  ・・・・・・ Ｐ30～33 

５．環境課からのお知らせ  ・・・・・・ Ｐ34～37 

担当編集の 

ひとコト 



水元公園 

西水元 

水元 

東
水
元 

 

南水元 
東金町 

金町 

新宿 

柴又 

高砂 

鎌倉 

細田 

奥戸 

東新小岩 

新小岩 

西新小岩 

東立石 

東四つ木 

四つ木 

堀切 
宝町 

白鳥 

東
堀
切 

小菅 

西亀有 

亀有 

お
花
茶
屋 

立石 

青戸 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コアジサシ 

 

調査区５ 

計 33 種 

調査区４ 

計 16 種 

調査区３ 

計 25 種 

調査区１ 

計０種 調査区２ 

計 14 種 

【次ページの見方】 
① 名前（赤字は外来種） 

② 写真 

③ 発見された調査区 

（調査区ごとの色で塗り潰し） 

 

 

 

１ 

２ 

３  

在来種のコアジサシが 

調査区5で発見されたと 

分かるね！ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

コアジサシ 

 

ウグイス 

 

ギンヤンマ 

 

トノサマバッタ 

 

ツバメ 

 

コサギ 

 

アキアカネ 

 

クマゼミ 

 

オオヨシキリ 

 

カワセミ 

 

オオカマキリ 

 

アブラゼミ 

 

コガモ 

 

コゲラ 

 

エンマコオロギ 

 

ツクツクボウシ 

 

ツグミ 

 

シジュウカラ 

 

カンタン 

 

ミンミンゼミ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

ニイニイゼミ 

 

テングチョウ 

 

ナガミヒナゲシ 

 

セリ 

 

ヤマトタマムシ 

 

ツマグロヒョウモン 
 

シロツメクサ 

 

オオバコ 

 

ナガサキアゲハ 

 

アカボシゴマダラ 

 

スズメノエンドウ 

 

オオキンケイギク 

 

クロアゲハ 
 

アカメガシワ 

 

イモカタバミ 

 

カントウヨメナ 

 

ナミアゲハ 

 

スギナ 
 

アレチウリ 
 

カントウタンポポ 
 

←表 

裏→ 

←雄 

雌→ 

ツクシ 
↓ 

果実 
↓ 

反り返らない→ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

 

ツユクサ 

 

ミシシッピアカミミガメ 

 

コガネグモ 

 

ジュズダマ 

 

ニホンカナヘビ 

 

ジョロウグモ 

 

ススキ 
 

ニホンアマガエル 

 

メダカ 
 

アライグマ 
 

ニホンアカガエル 

 

ブルーギル 

 

ハクビシン 

 

ウシガエル 

 

ベンケイガニ 

 

カ
ダ
ヤ
シ
激
似
注
意 

↓
メ
ダ
カ
の
特
徴 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２５年８月６日 
 

全部アタリのあんこ玉 
 

エノキっていう木に赤い実がなるんですが、葛飾区の在来種の川岸などの湿地

に生える木で、水元公園にも生えていて、結構立派な大木になります 

鳥が結構好んで食べるようで、電線にとまってフンをする時に下が植え込みだ

と、そこから発芽しているのを結構見ますが、植え込みの幅がエノキにはせます

ぎるので、かわいそうに、ほぼ１００％切られてしまいます 

大木の種が落ちて成長できる緑地は東京には、ほぼないです 

自己責任ですが、私は俳句で実を食べたという句を1句だけ見たので、10粒く

らい口に放り込んで食べてみました 

甘さ控え目のヨモギ餅のあん団子ですね 

草の味がするということは、たぶんシュウ酸があるので石がたまったりすると

思うので気になる方はやめたほうがいいです 

あんこの味の中には丸い種が入っているので、駄菓子屋で昔売っていたあんこ

玉を思い出しました。 

白い玉が入っているとアタリで、もう一個もらえるのですが、エノキの実は全

部に丸い種が入っているので、全部アタリです 

無限にアタリ続けます 

緑地に少しスペースがあったら、そこに食べかすの種を落っことしておくと、

結構発芽率がいいみたいなんで、生えてさらにアタリ続けます 

確実な投資で、利回りも確実です 

CO2も固定してくれて、酸素も供給してくれるでしょう 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２５年８月２４日 
 

環境の歌 
 
 

禁止されるとしたくなる～♪ 

禁止されるとしたくなる～♪ 

抜け道があるの 

いや～ん、ダメよ 

ちょいワルにひかれちゃう 

環境にすごい悪いことしようとしたら 

大体全部やっていた 

景気が良くなるの！ 

東京ではみんな持ってるの！ 

もう日本では作ってないから 

大体輸入品だけど 

みんなもってるもん 

商売なんだもん 
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葛飾区自然環境レポーター 自由レポート（2025 年 6月～8月） 

 

6 月 1 日（日）水元公園水辺ゾーン 

今年初めてオオヨシキリの囀りを２羽確認することができた。４月以降、週末を中心とし

て水元公園に調査に出掛けたが、まるで囀りが聞こえなかったので、いよいよ今年はオオヨ

シキリが来ないのではないかと心底心配していたが、ほっと胸をなでおろした。水辺ゾーン

でひとつ気になっているのは、遊歩道沿いのヨシ原が以前と比べ、遊歩道に沿ってかなり奥

まで刈り込まれていること（写真①②）。こうしたことがオオヨシキリの生態に影響してい

るかどうかは分からないが、ここまで奥まで刈り込む必要があるのだろうかと考えてしまう。

当然ながら刈り込めば刈り込むほど、ヨシ原の面積は減少してしまう。以前のように刈り込

み過ぎない状態にして、オオヨシキリがどのくらい確認できるか試してもよいように思えた。 

 

 

6 月 4 日（水）東⾦町 1 丁⽬ ⾦町駅前商店街 

朝６時４０分頃、金町駅近くの商店街の道路上をイソヒヨドリが超低空飛行をして過ぎ去

って行った。エサだろうか、何か白い物を嘴にくわえていた。 

 

 

6 月 8 日（日）水元公園 

花菖蒲が見頃を迎え、大勢の来園者で賑わっていた。水辺ゾーンに行く

と５羽のオオヨシキリの囀りを確認できた。１羽のウグイスの囀りも聞

こえた。園内ではナガコガネグモ（写真③）の姿を写真に納めることがで

きた。 

 

⽒名︓江⼾川の⼩鮒 調査区︓主に 5-24、5-26、4-23 町名︓東⾦町 

写真① 写真② 

写真③ 
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6 月 23 日（月）⾦町 6 丁⽬マンション 1 階及び東⾦町 1 丁⽬⺠間駐輪場 ツバメ調査 

今年もＪＲ金町駅周辺のツバメの営巣状況やヒナの生育状況の調査を行った。 

●金町６丁目マンション１階（写真④） 

マンションの管理人さんの話では、巣作りも終えてヒナも産まれたが、カラスに襲われヒ

ナは食べられてしまったとのこと。カラスも生きていくために必死で獲物を探しているのだ

ろう。ツバメの親鳥にとってはショックだったと思うが、めげずに巣の補修作業をせっせと

行っていた。その姿は何とも健気な様子だった。 

●東金町１丁目民間駐輪場 

こちらは昨年とは巣の位置は変わって照明の上に巣を作っていたけれど（写真⑤）、オー

ナーの話では、すでに５羽のヒナが巣立ったとのこと。少しの差でヒナの様子を画像にとら

えることができず残忍。でも無事に巣立って何より。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 27 日（⾦）東⾦町 6 丁⽬ 

 

自宅の玄関まわりの植栽の剪定をしていたら、突然植栽の中から二ホ

ンカナヘビが姿を現した。 

驚いたように飛び出したが、その後はまわりを警戒しているようで、

ジッとして動かなかった。 

 

 

 

 

 

7 月 6 日（日）東⾦町 6 丁⽬ 葛⻄神社 

 葛西神社の樹々から今年初めてニイニイゼミの鳴き声が聞こえてきた。梅雨らしい天気は

あまりなく、６月後半からすでに真夏のような日々が続いていたので、もしかするとニイニ

イゼミの初認も早まるかもと気になっていたが、ほぼ例年どおりかと思われる。 

写真④ 写真⑤ 

写真⑥ 

念。
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押さえてくれている

、
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コガネグモ
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神山　隆敬　調査区３
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15
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セイヨウタンポポ

ツユクサ

シロツメクサ
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シロツメクサ

・・・。

ショウジョウトンボとチョウトンボ
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＜6 月＞ 
●観察日︓6/2 
●調査区︓5­28（南水元） 
大きなスズメバチをひとりで運ぼうとするクロヤマアリ（矢印）に遭遇。 
 
●観察日︓6/13 
●調査区︓5­28（南水元）中川の岸辺を観察。 
コチドリがちょこちょこと歩いていた。周辺上空で鳴きながら 
⾶んでいるのもよく⾒られる。 
右の翼が真逆︖の⽅向に折れていて⾶べないアオサギがいた。 
 
 
●観察日︓6/24 

』 
●調査区︓5­26（水元公園） 
【鳥類】 
シジュウカラ、ワカケホンセイインコ、ドバト、オナガ、エナガ、カワウ、カワラヒワ、ハシボソガラス、オオヨシキリ、ツバメ 
ハシブトガラス、オオタカ、アオサギ など 
【昆虫・クモ類】 
クロアゲハ、モンシロチョウ、アオスジアゲハ、ベニシジミ、ヤマトシジミ、キアゲハ、ヒカゲチョウ、チャノコカクモンハマキ 
ヨモギエダシャク幼虫、シオカラトンボ、コシアキトンボ、チョウトンボ、ウチワヤンマ、オオシオカラトンボ、ナナフシモドキ 
キマダラカメムシ（１齢幼虫）、チュウゴクアミガサハゴロモ、ショウリョウバッタ、ツチイナゴ、クサカゲロウ幼虫、クロバネツリアブ 
ベッコウクモバチ、ナミテントウ、ナナホシテントウ、トホシテントウ、キボシカミキリ、マミジロハエトリ、イオウイロハシリグモ 
【植物】 
シロツメクサ、ヘラオオバコ、ネジバナ、ツユクサ、オオバコ、スギナ、ムラサキカタバミ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 葛飾区自然環境レポーター 自由レポート ● 調査月 2025.06〜2025.8 名前 むしあお 

キマダラカメムシ（1 齢） チャノコカクモンハマキ この中にナナフシモドキがいます︕ 

イオウイロハシリグモ ゴミではありません、クサカゲロウの幼虫 オオヨシキリ 葉に隠れながらも声はでかい 

ここ 
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＜７月＞ 
暑いのに、セミは少ない。南水元ではニイニイゼミのみで、アブラゼミの声はまだ聞こえない。 
 
●観察日︓7/6       
●調査区︓4-22（新宿）＠にいじゅくみらい公園 
にいじゅくみらい公園では 7 月中旬以降、大体どの⽊を⾒ても交尾中のキマダラカメムシが複数組おり、幼虫や卵も含めて 
至るところで確認した。着々と数を増やしている印象がある。 
【昆虫】 
チョウトンボ、シオカラトンボ、アジアイトトンボ、アカボシゴマダラ、ヒロヘリアオイラガ幼虫、モンキチョウ、キマダラカメムシ幼虫 
 
 
＜8 月＞ 
南水元でもやっとアブラゼミが鳴き始めた。 
しかし声のボリュームや⾒かける抜け殻の数からしても、セミは例年に⽐べて少ない印象。 
 
●観察日︓8/1 
●調査区︓5-28（南水元） 
道端でセスジスズメを発⾒、と思ったらサシガメに体液を吸われているところだった… 
 
 
 
 
 
 
 
●観察日︓8/5 
●調査区︓4-22（新宿） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クロスジオオシロヒメシャク 
猛暑の中でも涼しげ。 

ホシハラビロヘリカメムシ、マルカメムシ 
どちらもマメ科植物に集まる虫。クズの茎についていた。 
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●観察日︓8/31 
●調査区︓5­26（水元公園） 
 まだまだ猛暑。午後は鳥の声はあまりせず、虫ばかり観察した。 
【鳥類】 
ドバト、シジュウカラ、オナガ 
【昆虫】 
シオカラトンボ、コシアキトンボ、コノシメトンボ、ウチワヤンマ、アジアイトトンボ、モンキチョウ、アオスジアゲハ、アカボシゴマダラ 
クロアゲハ、イチモンジチョウ、オオウンモンクチバ、モンクロシャチホコ幼虫、オンブバッタ、ハネナガイナゴ、ハラビロカマキリ 
ミンミンゼミ、ツクツクボウシ、アブラゼミ、ニイニイゼミ、キマダラカメムシ、トビイロツノゼミ、アオバハゴロモ、ベッコウハゴロモ 
チュウゴクアミガサハゴロモ、ナナホシテントウ、ブタクサハムシ、キボシカミキリ、スズバチ、コガタスズメバチ、シオヤアブ 
【植物】 
ツユクサ、アカメガシワ、シロツメクサ、アレチウリ 
 
 

 

モンクロシャチホコ 
触るとシャチホコポーズで威嚇してきた 

トビイロツノゼミ 
初めて⾒つけたが、よく⾒るとたくさんいた 
こんなに⼩さい↓↓↓ 

ずいぶん低い位置にニイニイゼミ・・・とよく⾒たら 
ボーベリア菌(?)に侵された個体だった 

コノシメトンボが逆⽴ちのようなポーズをしていた。→ 
「オベリスク姿勢」といって、日差しが強く暑い時に 
直射日光が当たる面積を少しでも減らすために 
トンボが⾏う“暑さ対策“らしい。 
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「ようこそ柴又へ」 ツバメ 
瑛ちゃん 7.7 柴又 

「ご機嫌いかが」 ニホンカナヘビ 
瑛ちゃん 6.3 金町 

「横顔どう？」 ヒキガエル 
瑛ちゃん 7.28 金町 
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ニホンカナヘビ 
下山田 隆 ８.２ 水産試験場 

オオモモブトスカシバ 
下山田 隆 ７.５ 水産試験場 

カワセミ 
下山田 隆 ６.14 水産試験場 
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オオカマキリの脱⽪ 鈴⽊ 園未 ７.21 ⻄⻲有 

ハートあじさい 
鈴⽊ 園未 ６.４ 立石 

彩雲 
鈴⽊ 園未 ６.30 ⻘⼾ 
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「ナスの花かと思ったら、茎には鋭いトゲが…」 
 ワルナスビ 

ゆきひめ ６.16 立石 

「カイヅカイブキの生垣に巣作り中」 蜂の巣 
ゆきひめ ６.24 立石 

「ゼニゴケのジャングル」 ゼニゴケ ゆきひめ ６.12 ⻄水元 
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コノシメトンボ（メス） 
むしあお ８.31 水元公園 

セアカツノカメムシ 
むしあお ８.２ にいじゅくみらい公園 

コノシメトンボ（オス） 
むしあお ８.31 水元公園 
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菖蒲まつり 
Ryu ６.１ 堀切水辺公園公園 

なぜか藤咲く 
Ryu ８.16 お花茶屋公園 

ナミアゲハ 
Ryu ８.16 お花茶屋 

27



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菖蒲まつり 
R ６.１ 堀切水辺公園 

花火観賞 
R 7.26 堀切水辺公園 

「何トンボ」 シオカラトンボ（メス） 
※種名は担当者補記 

R ８.22 
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「幸せの⻘い⿃」 イソヒヨドリ 
神山 隆敬 ６.１ ⻲有３丁⽬ 

「夏至の日の『オナガ』」 オナガ 
神山 隆敬 ６.21 修徳学園近く 

「公園でもないのにツミがいた」 ツミ 
神山 隆敬 ７.16 ⻲有 2 丁⽬ 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1
45
3

85−103
1
25

6 1
22−36 43

1
20

6
170−308

1
49
1 3
45 30−41

1
145

1
500
19

30−91
1

122
3

140−158
6 1

50−400 24
13 1

25−50 35
2 1

23−25 22
1
39

計 12種類57個体 4種類11個体 6種類6個体

・
・

・

・

・

・

・

9 ド ジ ョ ウ

10

ギ ン ブ ナ4

特定外来生物

5

6

ア シ シ ロ ハ ゼ

カ ダ ヤ シ

オ イ カ ワ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−335
337

2025/6/8 備　　考

1

2

3

マ ル タ

メ ダ カ

14

15

16

17

特定外来生物

ボ ラ

マ ハ ゼ

特定外来生物

コ イ

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

  HP（ http://shigenori1.jimdoweb.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】　7月13日(日)　8月9日(土)　9月7日(日)

【参加者コメント】

1日を通して水位が高く調査のやりずらい1日でした。（SS）

岸近くの石のある所で、大きめのブルーギルが採れました。産卵期でしょうか。
繁殖期なのか、キジが盛んに鳴いていました。（KI）

水位が高くて投網が打ちにくかった。
緩流域には河床にごみや落ち葉が堆積して投網の袋に入ってしまうためやりにくかった。
理由は不明だが今年はゴクラクハゼの数が少ない。(YK)

曇り、気温28.1℃、水温 本流25.7℃、新八水路21.5℃、新八ワンド25.4℃（15時頃測定）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.54m (12:00)1.62m (14:00)1.70m

大きいニゴイがかかってビックリしました。投網を破るから漁師から敬遠されると聞いてい
ましたが、確かに破りそうな勢いでした。(IS)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて17種類74体の魚類が採集されました。

コ ク チ バ ス

12 ヒ ガ イ

13 ブ ル ー ギ ル

ニ ゴ イ

11 ヌ マ チ チ ブ

7 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ

8 ス ミ ウ キ ゴ リ
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1
82
8

18−115
1 57 1
24 10−24 23

1
36

3
50−353

2
50−62

3
106−120

2
46−47

14
51−82

1
160
19

60−102
45

50−140
5

15−19
1 24 45
25 17−30 14−31

計 12種類103個体 4種類84個体 2種類46個体

・
・

・

・

・

・

・

9 ヌ マ チ チ ブ

10

ギ ン ブ ナ4

特定外来生物5

6

7 ス ズ キ

8 ス ミ ウ キ ゴ リ

ウ ナ ギ

カ ダ ヤ シ

オ イ カ ワ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−336
338

2025/7/13 備　　考

1

2

3 特定外来生物

コ ク チ バ ス

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

  HP（ http://shigenori1.jimdoweb.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】　8月9日(土)　9月7日(日)

【参加者コメント】

数日前の大雨の影響なのか7月の割に本流では魚種が出なく数もすくなかったです。（SS）

柴又水路前の沈水植物群落が消えてしまっていました。切れた葉っぱが流れていることがあ
るので、近くに別の群落があるとは思います。（KI）

晴れ時々曇り、気温31.8℃、水温 本流26.3℃、新八水路24.5℃、新八ワンド27.6℃（14時頃
測定）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.27m (12:00)1.44m (14:00)1.51m

本流でハゼ、ボラ、オイカワが投網にかかりました。今回、水路ではあまり生き物がとれ
ず、はてな？でした。(IS)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて14種類233体の魚類が採集されました。

ゴ ク ラ ク ハ ゼ

12 マ ハ ゼ

14 メ ダ カ

水位がほとんどないワンドにとても小さな魚が泳いでいるのが確認できたが、深い泥で身動
きできず採ることが儘ならなかった。（SI）

13 マ ル タ

ブ ル ー ギ ル

11 ボ ラ

特定外来生物
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

8
104−117

7 13
12−28 13−31

1
378
5

85−405
5

47−76
1
89
3

128−142
5

12−20
3

17−18
10

90−119
14

25−68
3 1

174−188 16
10

98−139
29

63−115
2 15

16−31 12−30

計 11種類89個体 3種類12個体 4種類34個体

・
・

・

・

・

・

・

10

コ ク チ バ ス4

5

特定外来生物

6

7 ス ズ キ

8 タイリ クバ ラタ ナゴ

ゴ ク ラ ク ハ ゼ

コ ノ シ ロ 初採取

オ イ カ ワ

コ イ

カ ダ ヤ シ 特定外来生物

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−337
339

2025/8/9 備　　考

1

2

3

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

  HP（ http://shigenori1.jimdoweb.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】　9月7日(日)　10月18日(土)　11月2日(日)　12月6日(土)
　　　　　　　　　2026年　1月31日(土)　2月28日(土)　3月20日(金・祝日)　4月5日(日)

【参加者コメント】

暑い中、久々に川に入れて生き返りました！　バスはツミレ汁にしました。（MO）

コイを採ったら、ぷーぷーいってました。歯軋りの音らしいですが、鳩のケンカの声みたい
でした。
水路で、この何ヶ月も、同じ個体と思われるドジョウが採れていたところ、今回、小さなド
ジョウが現れ（あいつら繁殖成功したのか）と思いました。もはや顔見知り。（KI）

曇り時々晴れ、気温33.3℃、水温 本流30.2℃、新八水路26.6℃、新八ワンド31.0℃（15時頃
測定）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.68m (12:00)1.65m (14:00)1.66m

ヤゴがたくさん取れて、食べられた個体があったが、カダヤシで食べられた個体は見つけら
れず。

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて15種類135体の魚類が採集されました。

初採取が出ました。「コノシロ」です。60種類目です。Tさんお見事でした。（SI）

9 ド ジ ョ ウ

ニ ゴ イ

11 ヌ マ チ チ ブ

14 マ ハ ゼ

特定外来生物

13 ボ ラ

12 ブ ル ー ギ ル

15 メ ダ カ
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数 320-331

年       次

回　数・日　程

No.

1 コ ノ シ ロ ●

2 イ セ ゴ イ ●

3 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 カ ワ ム ツ ●

18 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 キ ン ブ ナ ●

23 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ナ 属 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

25 キ ン ギ ョ ●

26 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

28 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

29 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

30 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

31 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

34 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

35 ナ マ ズ ● ○ ○

36 ク ル メ サ ヨ リ ● ○ ○

37 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 メ ナ ダ ●

41 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 ク ロ ダ イ ● ○

43 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 シ マ イ サ キ ●

48 ヒ イ ラ ギ ● ○

49 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 チ チ ブ ● ○

51 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

54 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） △

57 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 ヒ ナ ハ ゼ ●

60 カ ラ ド ン コ ●

地 点 種 類 数 合 計 42 36 37 28 39 26 27 40 22 26 31 11 12 29 10 9 31 10 9 32 10 6 28 11 7 28 12 14 28 12 9 29 14 10 29 10 7 2 4 2 6 4 2 6 3 2 9 5 0 17 3 3 12 4 6 12 4 2 11 3 4

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。
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▼観察したトンボたち 

▲フィールドワークにて 

講師の解説を受ける 

自然環境レポーターの皆さま 

 

★自然環境レポーター研修会を開催しました！★ 

 

令和７年７月６日（日）、鎌倉公園野草園管理所で、夏の自然観察会を開催し

ました。 

「５５種の動植物の指標種」（Ｐ２～５参照）リストを基に生きものを探し、

講師の詳細な解説を受けて知識をアップデートするほか、グループで観察を行

い、レポーター同士の交流も深めることが出来ました。 

研修会の後半では、実際に観察した生きものの紹介や、気づいたことを報告し

あいました。 

鎌倉公園の歴史や、夏の野草園の生きものについて、知識を深めることができ、

レポーター同士の交流の機会となりました。 

暑い中、ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。 

今後も研修会を開催していく予定ですので、レポーター同士の交流やレベル

アップのためにも、皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

  

環境課からのお知らせ 
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グッドかわせみ賞は、年に７回以上レポーター 

活動に励んだ方に授与されます。 

受賞された皆さまには、委嘱式時に賞状と記念 

品をお渡しました。 

※委嘱式を欠席された方には郵送しております。 

 

 

 

 

グッドかわせみ賞は今年度も実施します。 

ぜひ皆さま活動に励み、今年度の 

グッドかわせみ賞を目指しましょう！ 

グッドかわせみ賞を受賞された皆さま（敬称略） 

有泉 桂子 石戸 雅彦 石鍋 壽一 

瑛ちゃん 江戸川の小鮒 大谷 悦子 

神山 隆敬 佐々木 定治 下山田 隆 

高橋 雅子 田村 ひろ子 となり 

ひまわり 広瀬 温 むしあお 

ゆきひめ K・N  

Rｙｕ T・K 

受賞おめでとうございます！ 

環境課からのお知らせ 
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★新八水路で魚類調査を行います★ 

 

 自主生物調査団が、新八水路にて魚類調査を行います。調査の結果は、「魚から

の便り」として水辺のふるさとかつしかに掲載しています。 

 

【日時】10 月 18 日（土） 11 月２日（日） 12 月６日（土） 

いずれも 10 時～16 時ごろ 

【場所】江戸川河川敷 ※事前連絡をお願いします。 

【持ち物】着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

  詳しくは、ＨＰ（https://shigenori1.jimdoweb.com/）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

★綾瀬川等で行う水辺環境調査を見学しませんか★ 
 

 採取した生きものを展示して、その場で調査結果の概要を説明します。 

直接会場へお越しください。※駐車場はありません。 

 

【日時】令和７年 11 月７日（金）〈予備 11 月 14 日（金）〉 

    11 時半～12 時（調査報告） 

【場所】四つ木めだかの小道 

 

 

 

 

 

環境課からのお知らせ 
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★第 11回かわせみフェスティバルを開催します★ 

生きものの展示解説や、地域の自然や生きものに関するポスター展示のほか、

カワセミのエコデコイ作り、水質浄化センターの見学会、軽食や昆虫食の販売な

どを行います。 

 

【日時】10 月 19 日（日） 

10 時～15 時（雨天決行） 

【場所】水元かわせみの里 水辺のふれあいルームおよび敷地内 

    葛飾区水元公園８番３号 

 
 

★カワセミの個体数調査の参加者を募集します★ 

水元小合溜の水質浄化事業「カムバックかわせみ作戦」により、すっかり身近に

なったかつての幻の鳥「カワセミ」。そんなカワセミが、水元公園に何羽カムバッ

クしてくれたのか、みんなで調べてみませんか？ 

 

【日時】11 月 30 日（日） 10 時～12 時  「カワセミ個体数調査事前説明会」 

12 月７日（日）  ９時半～13 時 「カワセミ個体数調査」 

※予備日：12 月 21 日 

※今回初めて参加される方は、事前説明会にご参加ください。 

【場所】 

〈事前説明会〉 

水元かわせみの里 水辺のふれあいルームおよび水元公園周辺 

葛飾区水元公園８番３号 

〈調査当日〉 

水元公園グリーンプラザ 

葛飾区水元公園７-２ 水元グリーンプラザ 

【申込先】 

水元かわせみの里 水辺のふれあいルーム 

葛飾区水元公園８番３号 

電話：03-3627-5201 

または葛飾区 HP より、お申込みください。 

 HP：https://www.city.katsushika.lg.jp/kurashi/1000062/1030304/1029380.html 
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「水辺のふるさとかつしか」の内容について、 

お間違い等お気づきの点がありましたらお知らせください。 

 今号にご協力いただいた皆さま（敬称略） 

石戸 雅彦 石鍋 壽一 瑛ちゃん 

江戸川の小鮒 大谷 悦子 神山 隆敬 

下山田 隆 鈴木 園未 高橋 雅子  

田村 ひろ子 となり ひまわり  

むしあお ゆきひめ K・N 

R Rｙｕ T・K 

自主生物調査団 （編集：一澤成典） 

ありがとうございました！ 

「水辺のふるさとかつしか」 第３３４号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２８６号） 

令和７年 10 月中旬 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

代表電話 （３６９５）１１１１ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

FAX  （５６９８）１５３８ 

▲区のホームページにも 
掲載しています。 

（URL） 
https://www.city.katsushi
ka.lg.jp/kurashi/1000062/
1030304/1037174.html 

38


